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現在の状況と課題

課題解決に向けたアプローチ
アプリケーションソフトウェア 設計・開発・投入ソリューションには、大きく3つの特徴があります。

情報システムが業務プロセスに組み込まれるにつれて、アプリケーションの適用範囲は拡大し、アプリケーションソフトウェア
開発の品質と管理は膨大なものになっています。一方、企業価値向上の観点で組織改編や業務改善、さらに現場からの
アプリケーションソフトウェア改修要求と、複雑化するソフトウェア内容や開発関係者の増大などにより、ソフトウェアの管理
が限界に達しています。
アビームコンサルティングは、このような状況に置かれている開発現場での実績をもとに、独自の方法論としてアプリケー
ションソフトウェア設計・開発・投入ソリューション を構築し、提供いたします。
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リレーション
文書類

コンフィグレーション

ソースコード

① 組織
② 情報
③ プロセス

① 組織
② 情報
③ プロセス

ドキュメント統制

バージョン管理

リビジョン（変更履歴）

統合リポジトリ

横断・統合化

求められる条件

業務プロセスに即したものであること
（業務への短期間での投入が優先される）

品質を担保できていること
（システムライフサイクルの継続的改善）

過去のソフトウェア資産の継承が
可能であること

（複雑化の増大への対応）

開発の分業化に対応できること
（企業グループ全体にわたる分業化）

「標準化」と「ドキュメントの最新化」だけでアプリケーション
の品質は満たされません。左図のような状況がプロセス改善
の手掛かりを見えにくくしています。

全開発プロセスの可視化
機能変更(仕様変更・漏れ・勘違いなど）によって生じる開発プロセス
作業への影響範囲の把握およびリスク回避をするため、全体像を
把握し、開発・運用プロセスそのものを最適化します。

各方式別の開発情報
（ドキュメント、プログラム、ライブラリ）のドキュメント統制
正確なドキュメント情報と、ソースプログラムとの相互関連情報
（リレーション構成情報）の管理、今稼動しているアプリケーション
の不具合を把握するための全体的な構成情報を提供します。

開発プロセス横断的活動の管理横断的・
統合的リポジトリ
アプリケーションライフサイクルのシステム全体像（組織～担当者～
業務プロセス～アプリケーション～調整計画）を可視化するために
は、各開発局面をサポートするツールが持つ諸情報を、整合性の
とれた形で整備します。

【情報処理実態調査結果報告書（平成20年7月14日 経済産業省 公表）】

各社最適化の阻害要因

IT導入の推進役がいない

IT導入の方針が曖昧
関係者の理解が得られない

技術的に困難
ソフトやツールがない

メリットがあるが、必要性がない
その他

メリットがない

コストが高い

業務プロセスが標準化されていない

人材が不足
セキュリティ面が問題
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■ 部署横断的な最適化の阻害要因
■ 企業横断的な最適化の阻害要因
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コンサルティングプロセス
「計画」から「運用・評価」にいたるまでの5つのフェーズと4つのスレッドから構成されています。個別企業（開発現場）の置かれている状況はそれぞれ
異なりますが、フェーズ1の作業によりフェーズ2以降の作業プロセスのカスタマイズを行います。

インフラ構築・評価ソリューションのコア
ソリューションのコアとして製品およびその環境を構成する項目の相互関係を明示的に把握する仕組みを提供します。各アプリケーション固有のデータ
を横断的に紐付けることでビジネスプロセスを横断して提供することが可能です。

・ 関連資料の提供
・ 情報システム全体像
・ パイロット部門選定
・ 運用、評価体制策定

・ 業務プロセス調査
・ 稼動ログ調査
・ アプリログ調査
・ システムログ調査
・ システムライフサイクル策定
・ トリプル設計

・ プロトタイプ構築
・ 関連部門展開

・ システム修正
・ 操作マニュアル
・ 運用マニュアル
・ 運用引き継ぎ

・ パイロットリリース
・ 障害対応
・ 次期展開先検討

経営戦略、内部統制方針に基づく
制度・業務設計および構築（ＩＴ業務統制を含む）

先進かつ安定した内部統制構築・
運用支援ツール類の選択と導入

イニシアチブ、コミュニケーション、教育、
評価など、人的基盤の強化・構築

スレッド
（実施単位）

フェーズ
（期間単位）

フェーズ 1
計画

フェーズ 2
方針策定

フェーズ 3
構築

フェーズ 4
教育・試行

フェーズ 5
運用・評価

予備調査
 PJ全体計画作成

トライアル実施
（技術検証を含む）

組織・業務・
IT方針策定

パイロット構築
（特定システムに
　限定した構築）

関連部門・会社へ
適用および展開

試行運用と
不具合箇所修正
社員教育

実施体制確立

本番運用

内部統制評価
実施
不備事項是正
措置

プロジェクトの計画・実行・監視を行い、
コスト、スケジュール、品質などの目標を達成

プロジェクト管理 戦略 / オペレーション構築

テクノロジー構築 人的基盤構築

時系列に従った
プロジェクトの
工程を表現

スレッドは
各フェーズを構成する
要素の分類

戦略

組織

業務プロセス

アプリケーション

データ

ハード / ネットワーク

品質 / コントロール

課題管理

統合リポジトリ
横断的に各アプリケーションの情報を取得、
全社の業務プロセスを統合的に管理し情報間の
データ構造の関係を保持

プロジェクト管理

プロセス管理

成果物 / 構成管理
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戦略 要求 デザイン 開発 導入リリース 運用保守

ソフトウェア開発プロセスの流れ

課題管理 プロジェクトのどこで課題が
発生したか

プロジェクト
管理

どのソフトウェアライフサイクルの
行程で発生したかプロジェクトの
計画・実行・監視を行い、
コスト、スケジュール、
課題管理などの予実管理を実施

プロセス
管理

開発プロセスのどのフェーズか
システム開発計画・実行・監視を
行い、システム開発プロセスの
透明化を図る

ドキュメント
管理・
構成 管理

どのモジュールに関係しているか、
どの業務かシステム開発の設計・
テストに伴い使用された成果物の
関連性の可視化を図る

情報システム部門によるPCからの
・ 開発プロセスの監視 / 記録
　（承認者プロセスの明確化）
・ 課題管理
・ プロジェクト予定 / 実績管理
・ 構成管理

課題管理 進捗管理構成管理標準

課題票
作業依頼票

各種標準
マニュアル類

システム
開発管理

プロジェクト
開発管理

課題票
作業依頼票

各種標準
マニュアル類

システム
開発管理

プロジェクト
開発管理

XXXシステム

サービス仕様書
基本設計（ＢＤ）書
機能設計（ＦＤ）書
詳細設計（ＤＤ）書
総合試験（ＰＴ）計画書
受入試験（ＲＴ）計画書
運用試験（ＯＴ）計画書
運用マニュアル

文書管理標準
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独立した各アプリケーション固有のシステム、データ

アプリケーション別に管理されている情報

問い合わせ/入力・検索


